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大学は「到達点」ではなく「スタートライン」でした 

経済学部経済学科 清水帆風 

（岡山県立 林野高等学校出身） 

 

1.上級キャリアコースに入ったきっかけ・理由は？ 

大学受験で思うような結果を出せず、悔しい思いを抱いていました。だからこそ、就職で

は必ず結果を出し、上位大学に進学した友人よりも上の企業に就職したいという目標を持

つようになりました。しかし、目標はあっても何をどうすればいいのか分からず、漠然とし

た不安を抱えていました。そんな中で、コース担当教員の大谷先生の熱い言葉と強烈なリー

ダーシップに心を動かされ、「本気で自分を変えたい」という思いを胸に上級キャリアコー

ス(以下、上キャリ)に入りました。 

 

2.上級キャリアコースの強みは？ 

10 年以上に亘り、優れた就活成果を挙げ続けているという事実です。毎年、難関企業や

第一志望企業からの内定を獲得する学生を多く輩出しており、「厳しい指導で結果を出す」

という環境が、単なる宣伝文句としてではなく、確かに存在します。上キャリ HP に詳細な

データを掲載することにより、主張の客観性や透明性も確保しています。 

上キャリにおける良好な就職の背景には、長年積み重ねられてきたノウハウと組織とし

ての徹底した就活への関与があります。特に OB・OG との結びつきは強力で、大手企業の第

一線で活躍されている先輩方から直接かつ個人的にアドバイスを受けることができます。

選考のリアルな情報や具体的な対策を知ることができるため、就職活動を戦略的に進める

ことが可能です。また、高い目標を掲げる仲間が集まっているからこそ、互いに刺激を与え

合いながら切磋琢磨できる環境があります。 

 

3.上級キャリアコースで活躍するタイプは？ 

空気を読んで、仲間と共に積極的に行動できる人だと感じています。与えられた指示・・課

題をこなすだけはまったく不十分で、今後の展開を予想しながら自ら動いてチャンスを掴

み、目標に向かって粘り強く仲間と共に努力を続けられる人が求められます。うまくいかな

いことがあっても、そこで立ち止まるのではなく、メンバーと一緒に改善を重ねながら挑戦

し続ける姿勢が非常に重要です。 

なお、ここでいう仲間とは、同級生だけでなく先輩・・後輩さらには場合によっては先生方

も意味します。そして、この仲間の連携をサポートする意味合いもあり、上キャリでは大谷

先生による無料課外講義(放課後や長期休暇中も実施)やそれに伴う合宿も行われます。こ

れらへの参加が嫌なら、上キャリには入らないでください。成果を出すためなら、あらゆる

努力を惜しまないことが上キャリ生には求められます。付言すると、長続きしない人、言い

訳が多い人なども戦力になりません。上キャリには戦力になる者だけが所属しています。 
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厳しいことも話しましたが、もしあなたが高校時代に体育会クラブに属していたとすれ

ば、似たようなことを既に経験済みではないでしょうか。実際、上キャリメンバーのほぼす

べては体育会出身者ですし、ノリも完全に体育会です。違いといえば、取り組む対象がサッ

カーや野球から、勉強に変わるということでしょうか。 

 

4.コースの先生ってどんな人？ 

時に厳しく、しかし常に本気で向き合ってくださる先生方です。目標に対する妥協・・甘え

を一切許さない厳しさはありますが、それはすべて私たちの成長を本気で考えてくださっ

ているからこそのものです。中途半端な努力ではなく、結果を出すための本気の努力の在り

方を徹底して教えてくださいます。 

一方で、困ったときや悩んだときには必ず手を差し伸べ、最後までフォロー・サポートし

てくださる存在でもあります。厳しさだけで終わるのではなく、問題の改善方法や行動指針

まで示してくださるため、自身の成長に繋げることができます。 

厳しさと温かさの両方を持ち合わせ、本気で学生の未来に向き合ってくださる稀有な存

在だと感じています。 

 

5.最後に 

私にとって大学は「到達点」ではなく、「スタートライン」でした。どの大学に合格する

か以上に、その環境の中で自分がどれだけ挑戦し続けられるかが、将来を大きく左右すると

思っています。人生は、環境そのもので決まるのではなく、その環境をどう活かすかで決ま

ります。 

これから入ってくる皆さんには、与えられた環境に満足するのではなく、自ら行動し続け

る姿勢を大切にしてほしいと思います。過去の結果に自信があってもなくても、これからの

行動次第でいくらでも人生をよくすることはできます。 


